
「子どもたちの心に」という意味です。活動を続
けていく中で、私たちなりの想いや考えを受け止
めていただき、その子どもたちが大人になった時
に、また次の世代へ繋がっていけばという想いか
らタイトルを付けました。

児童養護施設で暮らす子どもたちのために何かで
きることはないかと考え、ライブで得た収益、募
金を全額寄付するという目的で、昨年から始まっ
たチャリティーライブです。最低でも10年はやろ
うと決めて、今回で２回目になります。

ⅡTo a heart of children

To a heart of children

目 的

意 味



音楽活動時の名前　KAZ（カズ）
年齢　34歳
職業　有限会社ことのは舎勤務
　　　札幌市中央区南１条西12丁目322
自身の病名　先天性多発性関節拘縮症（詳細はHP参照）
HP　http://kaz-sing.com/
CharityHP　http://kaz-sing.com/charity/
Mail　kaz@kaz-sing.com

●2003年 11月 テレビ朝日ストリートファイターズで取り上げられる
●2005年 ５月 1st CD「Message」発売
 11月 2rd CD「ノエル。」発売
●2006年 11月 3rd CD「君ヘノ贈リモノ」発売
●2008年 ３月 道新に特集を組まれる
 ８月 HBCテレビHanaテレビに特集を組まれる
●2008年 10月 4th CD「桜の木の下で」発売
●2009年 ８月 HBCテレビ総力報道！ THE NEWSに特集を組まれ

る
●2010年 9月 チャリティーライブの宣伝で朝日新聞に取り上げら

れる
●2010年 9月 「To a heart of children」Vol.1スタート
●2010年 10月 児童養護施設訪問が道新日高版、日高報知新聞に

取り上げられる
●2011年 7月 5th CD「希望の灯」発売
  （売上全額東日本大震災復興義援金として寄付）

　札幌を中心に音楽活動をしている
「車椅子の歌うたい KAZ」です。20
歳くらいからギターに興味をもち、
通常の弾き方ができず、障がいがあるからといって諦めることをせずに、
独自で手を上からギターを押さえるという弾き方を編み出し、現在のスタ
イルにいたる。人前に出て歌うよりになり、今年で９年目を迎えます。路
上ライブなどを継続的に行い、ありとあらゆる音楽イベントに積極的に参
加し、老若男女に好まれるような分かりやすい歌を届けています。
　昨年より、福祉の場での活動を増やしていき、その中で子どもたちに何
かできることをしていきたいと思うようになり、「To a heart of children」
と銘打ってチャリティーライブを10年計画でスタートし、売上、寄付等全
額を児童養護施設へ寄付する活動を継続中。さらに、今年３月に起きた
東日本大震災で被災された方々に義援金を送るための活動をスタートさ
せ、路上ライブで募金を募り、同時に復興応援ソングとして「希望の灯」
のCDを作り、売上全額義援金として寄付する活動を継続しています。

【歌った場所】

●テレビ塔、ウイングベイ小樽、歩
行者天国、札幌駅、短大、看護
学校、福祉施設、ライブバー等

●小樽、白老、旭川、日高、帯広、
清里町、上砂川

不定期ながら９年連続、大通り公園や狸小路で路上ライブを継続中

有限会社ことのは舎勤務

自己紹介

KA Z について

活動歴



ライブ動員数　87名

売上総額　112,500円（会場内寄付、清里町社会福祉協議会の皆様からの寄付含む）

寄付内容　112,500円の内、100,000円は図書券を購入（内訳：一人2000円×50名分）

残り12,500円については、お菓子を購入（内訳：一人250円×50名分）

詳しい収支決算書についてはHP参照とす

訪問先　北海道暁星学院（浦河郡浦河町向別470）

訪問日　10月17日（月）

　初めて寄付をするということから終始緊張していました。そ

んな私の思いを知ってか、院長やスタッフの方々、子どもた

ちが暖かく向かい入れてくれました。一人一人おかれている

境遇や、抱えてる想いは違うことから、正直どう向き合えばいいのか分からない部分も多々ありましたが、まず

は目をしっかりと見ながら話すことを心がけ、子どもだからという考えは捨てて、可能な限り対等な大人という

意識をもって接することができたらと思いました。結果として緊張しすぎていたこともあり、あいまいな記憶し

か残っていませんが、交流会の中では私の考えや想いは伝えることはできたと思っています。

　その後、院長と話をする時間を与えてもらい、楽しい話もありましたが、後半は胸が痛くなる話ばかりで、

私が想像していたことを遙かに超えるものでした。外側から見えるイメージと、内側のイメージは全く違うし、日々

起きている実際の出来事はシビアなことの連続です。それでも私が聞いた話などは、ほんの端っこをみただけ

に過ぎないんだと思います。

　今回、訪問させていただいて分かったことは、チャリティー活動に

も、さまざまなテーマがあり、私は子どもをテーマにして活動を続け

ていますが、掲げたテーマはとても簡単なことではないし、続けて

いく以上、覚悟と責任が必要だと思いました。その点は改めて痛感

させられました。ただやることの意義も確実に見えた訪問でした。

　微力ながら今後も子どもたちのために、活動していく決意を皆様にお伝えさせていただき、訪問報告と、活

動報告とさせていただきます。これからも応援していただけたら幸いです。

　今年３月11日に東北で起きた東日本大震災の凄惨さをテレビを通じて目の当たりにし、私なりにできること

を模索し、この半年は義援金を集めるための、路上ライブ活動や、自主製作CDを発売し、募金活動を行って

まいりました。そこで今年の寄付する場所を実行委員会で話し合った結果、岩手と宮城の２県にある児童養護

施設（各１カ所ずつ）へ直接義援金として寄付することに決めました。

　詳しい寄付先については、KAZホームページを通じて公表し、売上や寄付の使い道なども掲載していきます。

また来年の To a heart of children Vol.3でお渡しするパンフレットにも掲載します。

To a heart of children Vol.1の活動報告

訪問報告

To a heart of children Vol.2の寄付先



何もかも全て失って
生きる意味さえわからずに
明日のことさえ見えなくて
途方にくれてくばかりだ

時に僕らは 無力さに 涙を流すけど
ただいつまでも このままでは 終わることはない

希望の灯を絶やさないこと
君の笑顔  絶やさないこと
今僕らが出来ることは
消えかけた灯を守ること

誰もみな 余裕をなくして
元気がないのがわかるから
だからキミたちは声を振り絞り
大人を励まそうとする

今僕らは 生きる力を 試されてるんだ
何よりも 大事な想いを 胸に刻みつける

心の灯を絶やさないこと
子どもの笑顔 絶やさないこと
今僕らが出来ることは
明日も灯を灯すこと

希望の灯を絶やさないこと
君の笑顔  絶やさないこと
今僕らが出来ることは
消えかけた灯を守ること

命の灯を絶やさないこと
多くの笑顔  絶やさないこと
きっと僕らが出来ることは
小さな灯を守ること

希望の灯

チャリティーCD、東日本大震災復興応援ソング

「希望の灯」発売中！！（税込500円）

今ならきっと分かるはずさ
僕も大人になった
弱気な自分も受け入れて
前を見つめ歩く

流した涙も無駄なんかじゃない
それに気が付いたんだ
沢山の人に支えられて
一歩一歩踏みしめ歩く

見上げると青い空　苦しみや
哀しみも　消えていく

この広い地球の下で
強く強く生きていこう
難しいことじゃないさ
泣いて笑って生きていこう

考えることも必要だから
悩むのも仕方がないよ
答えも決して１つじゃない
絶対なんて有り得ないさ

目の前には青い海
嬉しさや喜びが溢れていく

この広い空の下で
強く強く生きていこう
対して辛いことじゃないさ
泣いて笑って生きていこう

明日また挫けても
明後日また頑張ろう
僕も君も１人じゃないさ
誰かが背中を押してくれる

この広い空の下で
強く強く生きていこう
対して辛いことじゃないさ
泣いて笑って生きていこう
この広い地球の下で
強く強く生きていこう
難しいことじゃないさ
泣いて笑って生きていこう

Overture希望の灯希望の灯 OvertureOverture
作詞・作曲　KAZ 作詞・作曲　KAZ

売上は全額義援金として寄付されます！！


